
～水晶の鼓動が導いた信仰と技、そして先進技術へ～

甲州の匠の源流

御 嶽 昇 仙 峡

神 秘 の 渓 と 祈 りの 道
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■電車でお越しの場合

■お車でお越しの場合

タクシー（車）で
約30分

日本遺産ポータルサイト
甲州の匠の源流・御嶽昇仙峡
https://japan-heritage.bunka.go.jp/ja/stories/story091

昇仙峡地域活性化推進協議会

　400-8585  山梨県甲府市丸の内1丁目18番1号（甲府市観光課内）

TEL：055 - 2 3 7 - 5 7 0 2
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グリーンライン
昇仙峡

昇仙峡滝上

JR甲府駅
南口

4番乗り場

令和4年度文化庁文化資源活用事業費補助金（観光拠点整備事業）

　昇仙峡一帯の山地は、水の塊と信じられていた水晶を産出する

水源信仰の地であり、地域を流れる荒川上流を訪ねると、悠久の時

をかけた浸食により形成された大小の滝や巨石、奇岩に驚かされます。

　水が作った芸術品ともいえるこの渓谷美は、江戸時代末期に行

われた新道開削により奇跡的に出現したものですが、地域の人々の

熱意により日本有数の景勝地として磨きあげられてきました。

　そして、昇仙峡一帯で産出された豊富な水晶とその加工技術は、

匠の技として日本一のジュエリー産業の基盤となり、更には人工

水晶製造技術へと繋がってスマートフォンなどの電子機器に使用さ

れるなど、過去から現代に至る私たちの生活を支えているのです。

金櫻神社

昇仙峡のストーリー

「甲州の匠の源流・御嶽昇仙峡

～水晶の鼓動が導いた信仰と技、そして先進技術へ～」



「
ア
ウ
ト
ド
ア
」
や
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
と
い
う

言
葉
が
生
ま
れ
る
ず
っ
と
前
か
ら
、

こ
の
渓
谷
は
信
仰
の
場
と
し
て
、

ま
た
旅
の
目
的
地
と
し
て
、

人
々
を
惹
き
つ
け
て
き
ま
し
た
。

御
嶽
昇
仙
峡
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
驚
き
と

発
見
の
あ
る
場
所
で
す
。

想
像
力
を
刺
激
す
る
不
思
議
な
岩
や
巨
石
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
滝
の
美
し
さ
、

水
晶
に
ま
つ
わ
る
独
自
の
文
化
な
ど
、

こ
こ
で
な
け
れ
ば

出
会
え
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

好
奇
心
を
頼
り
に
、
い
ざ
御
嶽
昇
仙
峡
へ
。

古
道
を
奥
へ
と
進
む
た
び
に
、

御
嶽
昇
仙
峡
の
知
ら
れ
ざ
る

魅
力
が
見
え
て
き
ま
す
。
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歩
く
、
知
る
。 

昇
仙
峡
を
、

奥
ふ
か
く
。



嶽
昇
仙
峡
を
訪
れ
た
人
た
ち

に
驚
き
を
与
え
る
の
が
、
そ
の

圧
倒
的
な
渓
谷
美
で
す
。
迫
力
あ
る
花

こ
う
岩
の
断
崖
や
、
昔
の
人
が
動
物
や

食
べ
物
な
ど
に
見
立
て
た
不
思
議
な

形
の
岩
は
、
私
た
ち
に
自
然
の
神
秘
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。
春
を
彩
る
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
や
天
鼓
林
の
紅
葉
な
ど
四
季
の

景
観
も
見
ど
こ
ろ
で
、
一
年
を
通
し
て

散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
御
嶽
昇
仙
峡
に
は
、
ひ
と
こ
と
で
は

語
れ
な
い
多
様
で
文
化
的
な
魅
力
が

あ
り
、
時
代
を
超
え
て
多
く
の
人
々
を

惹
き
つ
け
て
き
ま
し
た
。

　
古
代
よ
り
、
多
く
の
修
験
者
が
御
嶽

の
古
道
を
歩
き
、
金
峰
山
（
蔵
王
権
現
）

を
目
指
し
ま
し
た
。
近
世
に
な
る
と
、

金
峰
山
の
里
宮
で
あ
る
金
櫻
神
社
は

境
内
や
門
前
集
落
が
発
達
し
、多
く
の

参
拝
者
も
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
甲
州
伝
統
の
水
晶
文
化
も
、

御
嶽
昇
仙
峡
一
帯
に
ル
ー
ツ
が
あ
り
、

江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
「
稼
ぎ
」
と

し
て
の
採
掘
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
近
代

に
水
晶
の
産
出
量
は
激
減
し
ま
し
た

が
、
加
工
技
術
は
継
承
さ
れ
、
現
在
で

も
山
梨
県
産
の
宝
飾
品
は
国
内
外
の

嶽
昇
仙
峡
の
奥
に
そ
び

え
る
金
峰
山
は
、
古
代
か
ら

中
世
に
か
け
て
多
く
の
修
験
者
が

登
っ
た
修
行
の
場
で
す
。
修
験
者

た
ち
は
、
御
嶽
道
と
い
う
参
道
を

通
っ
て
金
峰
山
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

そ
の
道
が
現
在
、
御
嶽
古
道
の
上
道

と
呼
ば
れ
て
い
る
道
で
す
。
し
か
し

時
代
が
移
り
、
金
峰
山
に
登
る
修
験

者
が
減
る
に
つ
れ
て
こ
の
道
を
歩

く
人
は
少
な
く
な
り
、
次
第
に
荒
廃

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、金
櫻
神
社
に
続
く
参
道

と
し
て
、
ま
た
神
社
周
辺
で
暮
ら
す

人
た
ち
の
生
活
の
道
と
し
て
開
か

れ
た
の
が
、
御
嶽
古
道
の
外
道
で

す
。『
甲
斐
国
志
』
に
も
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
そ
の
沿
道
は
大
和
国

の
吉
野
山
か
ら
移
植
さ
れ
た
桜
の

木
で
彩
ら
れ
ま
し
た
。
山
岳
修
験
の

一
大
霊
場
で
あ
る
吉
野
と
金
櫻
神

社
と
の
深
い
結
び
つ
き
を
、
こ
の
事

実
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
静
か
な
自
然
の
中
を
歩
く
御
嶽

古
道
は
、
歴
史
の
空
気
を
感
じ
た
い

人
に
ぴ
っ
た
り
の
散
策
路
で
す
。
過

去
の
時
代
と
変
わ
ら
な
い
風
景
が
、

私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

人
々
を
惹
き
つ
け
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
開
削
さ
れ
た
御
嶽

新
道
は
、
御
嶽
昇
仙
峡
が
景
勝
地
と

な
る
礎
と
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
、
人
の

目
に
触
れ
な
か
っ
た
御
嶽
昇
仙
峡
の

景
勝
が
明
ら
か
に
な
り
、
近
代
以
降
は

日
本
を
代
表
す
る
景
勝
地
と
し
て
多
く

の
観
光
客
を
集
め
続
け
て
い
ま
す
。

　
神
秘
的
な
景
観
や
信
仰
の
地
と
し

て
の
歴
史
、
そ
し
て
現
在
に
い
た
る
文

化
の
蓄
積
。
御
嶽
昇
仙
峡
は
そ
う
し
た

時
代
の
積
み
重
な
り
を
五
感
で
実
感

で
き
る
場
な
の
で
す
。

常説寺の前身は弘仁14年（823）に建立された台嶺山圓乗寺。参道の一の鳥居内にある最初の祈願所として修験者たちが
訪れた。また、承久の乱の後、順徳上皇が金櫻神社へ勅使を遣わした際に奉納品を載せた「白輿」が残されている。

I n t e r v i e w

そ
し
て
古
道
へ
。

修
験
者
た
ち
の

足
跡
を
た
ど
る
。

順徳院山常説寺 住職
御嶽古道の会 会員 さん髙橋 栄斉

な
ぜ
人
は
、

御
嶽
昇
仙
峡
に

惹
か
れ
る
の
か
。

私が常説寺の住職になったのは2003年で
す。当時、御嶽古道の上道を歩く人は誰もお
らず、藪が生い茂った状態でした。再び人が歩
ける道にしたいという思いが地域の人たちの
間で広がり、2017年に設立されたのが、私
も会員を務める「御嶽古道を復元する会」
（現「御嶽古道の会」）です。倒木を伐採する
などして道を拓き、金櫻神社まで歩けるよう

に整備していきました。そうした活動が実を
結び、常説寺を起点に往復約20キロを走る
トレイルランニングのイベントなど、新たな
取り組みも始まっています。道中にお地蔵
さんや道標などが残り、修験者が歩いた時代
の名残を感じられることが、御嶽古道の魅力
です。ゆっくりと歩きながら、この地の歴史
を振り返っていただきたいと思います。
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御

御

大正時代にはすでに多くの団体旅行客が御嶽昇仙峡を訪れていた。 渓流と一体になった美しい風景が、訪れた人を楽しませる。 

甲州市教育委員会提供
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民芸茶屋大黒屋 店主 さん相原勝仁 金櫻神社 宮司 さん志村幹人

金櫻神社は、古代からの山岳信仰と深い結び
つきのある神社です。この地域では長い間、
山に対する信仰が受け継がれてきました。神
道における信仰の対象は目に見えるもので
はなく、霊的な存在として感じるものです。
そうした目に見えないものを当社の境内や
金峰山の自然から感じていただき、精神的に
受け入れていただけるものがあればうれし

く思います。
当社に来られた際にぜひご覧いただきたい
のが、金峰山と富士山を望む遥拝所からの景
色です。現在、地域の人たちの協力を得ながら
山頂につながる遊歩道を整備し、桜の苗木を
植える取り組みを進めています。1,000本を超
える苗木を植え、いずれは金櫻神社一体を吉野
の山と並ぶ桜の名所にしたいと思っています。

金
櫻
神
社
の

千
五
百
年
と
、

未
来
へ
の
祈
り
。

0405

戸
時
代
に
御
嶽
古
道
の
外

道
が
開
か
れ
た
後
、
多
く

の
人
が
御
嶽
昇
仙
峡
を
訪
れ
ま
し

た
。
こ
の
道
を
通
っ
て
金
櫻
神
社
を

訪
れ
た
文
人
や
画
家
も
多
く
、
浮
世

絵
師
・
歌
川
広
重
は
『
旅
中 

心
お
ほ

へ
』
の
中
で
外
道
の
風
景
を
描
い

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
御
嶽
新
道
の
開
道
に

伴
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
、
景
勝
地
と
し
て
の
御
嶽
昇

仙
峡
の
魅
力
で
す
。
明
治
・
大
正
時

代
に
は
金
櫻
神
社
の
門
前
で
開
業

す
る
旅
館
が
増
え
、
県
外
か
ら
も

大
勢
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
正
12
年

（
1
9
2
3
）
の
国
の
名
勝
指
定
や

昭
和
2
年
（
1
9
2
7
）
の
「
日
本
二

十
五
勝
」へ
の
選
定
な
ど
を
通
じ
て

景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
旅
行
者
も
増
え
て
い
き
ま

す
。
御
嶽
昇
仙
峡
は
戦
後
も
人
気
を

博
し
、昭
和
39
年（
1
9
6
4
）
の
昇
仙

峡
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
開
業
も
観
光
地

と
し
て
の
盛
り
上
が
り
を
後
押
し
し

ま
し
た
。
現
在
に
通
じ
る
景
勝
地
は

こ
う
し
た
歴
史
の
中
で
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
す
。
御
嶽
昇
仙
峡
の
壮

大
な
景
色
に
は
、
訪
れ
た
人
を
惹

き
つ
け
る
力
が
あ
り
ま
す
。
自
然
環

境
の
豊
か
さ
や
信
仰
の
地
な
ら
で
は

の
厳
か
な
雰
囲
気
が
、今
も
人
々
を

魅
了
し
て
い
ま
す
。

江

櫻
神
社
の
本
宮
は
、
金
峰

山
の
山
頂
に
あ
る
五
丈
岩

で
す
。
古
代
に
御
祭
神
で
あ
る
少
彦

名
命
（
す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と
）

を
祀
っ
た
こ
と
が
起
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
金
峰
山
は
古
く
か
ら
信
仰

の
対
象
で
あ
り
、
全
国
の
修
験
者
が

修
行
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
里
宮
と
し
て
、約
1
5
0
0
年

前
に
造
営
さ
れ
た
の
が
金
櫻
神
社

で
す
。
金
峰
山
信
仰
の
中
心
地
と
し

て
、
近
隣
諸
国
か
ら
も
参
拝
者
が

足
を
運
び
ま
し
た
。
ま
た
、
か
つ
て

の
金
櫻
神
社
は
広
大
な
社
領
を
有

し
、甲
斐
国
最
大
の
一
山
組
織
と
し

て
繁
栄
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
神
領
の
大
部
分
を
占
め
る

森
林
を
「
御
森
」
と
称
し
、
そ
の
維

持
管
理
や
育
成
に
力
を
注
い
だ
こ

と
が
、
神
社
一
帯
の
景
観
形
成
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
長
い
年
月
を
か
け
て
育
ま
れ
た

桜
の
木
々
と
と
も
に
金
櫻
神
社
を

象
徴
す
る
の
が
、
御
神
木
の
「
鬱
金

の
櫻
」
で
す
。
黄
金
味
を
帯
び
た
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
か
ら
、
民
謡
に
唄

わ
れ
て
い
る
「
金
の
成
る
木
の
金

櫻
」
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
も
と
は

疫
病
を
鎮
め
る
た
め
に
祀
ら
れ
た

神
社
で
す
が
、
近
年
は
金
運
上
昇
の

ご
利
益
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

金

御岳そばの特徴は、そばが太く薬味に辛味のあるねずみ大根を使っていること。その昔ながらの味を楽しめる貴重な店が、
相原さんの営む大黒屋だ。金櫻神社周辺の食文化と歴史を感じられる店として、県内外のお客さんに親しまれている。

金櫻神社の周辺地域では、年中行事や民俗芸能が守り伝えられてきた。甲府市指定無形民俗文化財である「大々神楽」
や山梨県指定無形民俗文化財である「黒平の能三番」などが奉納されるほか、最近では地元の高校生が吹奏楽の演奏
会を行うなど、多様な取り組みが行われている。

古くから金櫻神社には、遠方から大勢の参
拝者が訪れました。その門前でそばを提供
したのが、御岳そばの始まりです。私の家は
かつて神社の門前で「大黒屋」という旅館を
営んでおり、宿泊された方に御岳そばを提
供していました。私が現在営んでいる民芸茶
屋大黒屋は、その歴史を引き継いでいること
になります。

私の家は代々金櫻神社と深い関わりがあ
り、私自身も現在、金櫻神社の氏子総代を務
めています。金櫻神社はかつて年間75もの
祭りが行われていたほど多くの行事があり、
今も2月の節分祭は300名を超える参拝客
でにぎわいます。御岳そばの味を楽しんで
いただくとともに、地域に受け継がれた文化
を知っていただけたらうれしく思います。

近
代
・
現
代
へ
。

景
勝
地
と
し
て
の

昇
仙
峡
の
発
展
。
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州
で
は
、 

江
戸
時
代
か
ら
す

で
に
水
晶
加
工
が
行
わ
れ
て

い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、

江
戸
時
代
後
期
ご
ろ
に
京
都
か
ら

研
磨
技
術
が
伝
え
ら
れ
た
と
い
う

伝
承
も
あ
り
ま
す
。
水
晶
加
工
技
術

が
発
展
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
御
嶽

昇
仙
峡
の
人
々
に
と
っ
て
、
水
晶
は

重
要
な
産
業
と
な
り
、
金
峰
山
参
拝

者
向
け
土
産
物
の
中
心
と
な
り
ま
し

た
。
や
が
て
、
水
晶
の
研
磨
・
加
工
技
術

の
高
ま
り
と
と
も
に
、
根
付
・
緒
締
な

ど
の
装
飾
品
や
眼
鏡
用
レ
ン
ズ
と

い
っ
た
付
加
価
値
を
も
つ
製
品
の

生
産
も
始
ま
り
ま
す
。
水
晶
の
採
掘

が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
も
、
水
晶
産
業

は
こ
の
地
で
発
展
し
、
継
承
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
す
。

甲

1 2

3

4

有限会社土屋華章製作所提供

土屋華章製作所　代表取締役 さん土屋 隆

土屋華章製作所の歴史の始まりは、初代の
土屋宗助が文政4年（1821）に水晶製品の
加工販売を始めたことです。以来7代にわた
り、伝統的な技術を守りながら新しいことへ
の挑戦を続けてきました。現在も「温故知新」
をテーマに、時代のニーズに合ったものづくり
をしています。
水晶の鉱石は六角の柱のように角張ったもの

ですが、それを職人の手でやわらかいフォルム
に作り変えていきます。無機質な物質が、人
の手のぬくもりを感じられる製品に変わって
いくことに、水晶加工の醍醐味があります。
工程を簡略化せず、金剛砂を使った昔なが
らの製法で加工することが、当社のこだわり
です。この技術を次の時代に伝承していくこ
とが、私たちの使命だと思っています。

I n t e r v i e w

　
こ
の
よ
う
な
発
展
の
歴
史
は
江
戸

時
代
の
文
献
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。

嘉
永
７
年
（
1
8
5
4
）
版
行
の
『
甲
府

買
物
独
案
内
』
に
は
、水
晶
製
品
を
製

作
・
販
売
す
る
業
者
の
広
告
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
軒
が
、

土
屋
華
章
製
作
所
の
初
代
で
あ
る

土
屋
宗
助
で
す
。そ
の
後
、
2
代
目
の

宗
八
は
水
晶
の
眼
鏡
を
製
品
化
し
、

3
代
目
の
松
華
は
水
晶
印
鑑
を
製
造

す
る
な
ど
、
水
晶
製
品
の
領
域
を
広

げ
ま
し
た
。さ
ら
に
4
代
目
の
華
章
は
、

モ
ー
タ
ー
で
動
く
研
磨
加
工
用
機
械
を

開
発
し
、
よ
り
繊
細
で
創
造
性
豊
か

な
彫
刻
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

　
人
々
の
手
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

水
晶
の
加
工
技
術
は
、
や
が
て
、
他
の

宝
石
の
加
工
も
可
能
に
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
技

術
が
甲
府
を
中
心
に
開
発
さ
れ
、
貴

金
属
工
芸
の
技
術
と
融
合
し
、
ジ
ュ

エ
リ
ー
産
業
と
し
て
発
展
し
、
い
つ

し
か
「
宝
石
の
街
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
56
年
（
1
9
8
1
）

に
は
全

国

で
唯
一
の
公
立

ジ
ュ
エ

リ
ー
専
門
学
校
で
あ
る
「
山
梨
県
立

宝
石
美
術
専
門
学
校
」
が
開
校
し
、
現

在
ま
で
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
水
晶
が
持
つ
性
質
を
利

用
し
、
工
業
用
製
品
に
も
生
か
さ
れ
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
電
子
機
器

に
も
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
嶽
昇

仙
峡
を
ル
ー
ツ
と
す
る
水
晶
加
工
の

技
術
や
文
化
は
、
確
か
な
形
で
現
在

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

梨
に
お
け
る
水
晶
の
歴
史

は
古
く
、
約
3
万
年
前
の

旧
石
器
時
代
の
遺
跡
か
ら
水
晶
が

出
土
さ
れ
て
い
ま
す
。
縄
文
時
代

の
石
器
や
玉
な
ど
の
装
飾
品
の

材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
古
墳
に
よ
る
埋
葬
が

さ
れ
な
く
な
る
の
に
伴
い
、
副
葬

品
と
し
て
の
装
飾
品
も
造
ら
れ
な

く
な
り
、
こ
れ
ら
を
生
産
し
て
き

た
職
人
集
団
も
消
滅
し
、
そ
の
技

術
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
水
晶
が
再
び
脚
光
を
浴
び
る
の

は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
。
金

峰
山
周
辺
に
は
多
数
の
水
晶
鉱
山

が
存
在
し
、
黒
平
、
向
山
、
乙
女
の

各
鉱
山
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
か

ら
明
治
時
代
末
期
に
か
け
て
、
盛

ん
に
採
掘
さ
れ
、
全
国
で
も
有
数

の
水
晶
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
よ
り
、

御
嶽
村
の
人
々
も
水
晶
採
掘
を
行

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
村
人
た
ち

は
、
採
掘
だ
け
で
な
く
、
水
晶
の
加

工
も
行
う
よ
う
に
な
り
「
甲
州
の

匠
の
源
流
」
の
礎
と
な
る
優
れ
た

加
工
技
術
者
の
誕
生
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。

山

1 |コマと呼ばれる木製の先端工具を使い分けながら、思い描く形状に加工する。  
2 | 水晶の研磨には研磨剤の金剛砂が使われる。長年使い込まれた桶の中には粒度の異なる金剛砂と水が入っている。「削り」「磨き」の工程で少しずつ粒度を細かくしていく。
3 |昔ながらの細工台を使った加工が特徴。
4 |やわらかみのある立体彫刻が生まれる。完成まで約3か月を要する製品も。

伝
統
と
挑
戦
。

水
晶
採
掘
と

加
工
の
歴
史
。
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水 晶 産 地
黒平の能三番

木造五百羅漢像
木造阿弥陀如来坐像

昇仙
峡ロ
ープ
ウェ
イ

　

民芸茶屋大黒屋 荒川ダム店

金櫻神社摂社・白山社

燕岩岩脈

御嶽道祖神

金櫻神社

石門

黒平

仙娥滝

昇
仙
峡
滝
上

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン

昇
仙
峡

県
営
駐
車
場

弥三郎岳

御嶽
新道
（御
嶽街
道）

旧羅漢寺の遺構

羅漢寺

長潭橋

至甲府市街

常説寺

平瀬浄水場

覚円峰 長田円右衛門顕彰碑

御
嶽
古
道

御
嶽
古
道（
上
道
）

御
嶽
古
道（
外
道
）

常磐ホテル 山の手通り

甲府バイパス
甲府昭和
IC

富
士
見 

通
り
ア
ル
プ
ス　
通
り

平
和
通
り

武
田
通
り

▲
至
昇
仙
峡

甲府駅

中央自動車道

土屋華章製作所

県庁

御嶽昇仙峡
M A P N

甲府市街

御嶽昇仙峡

1 | 金峰山五丈岩

2 |覚円峰 

3 |石門

4 | 仙娥滝

5 | 金櫻神社大々神楽

6 |昇仙峡ロープウェイ

7 |長潭橋 

8 |弥三郎岳山頂から見る富士山   

※国立公園内（自然公園法に基づく規制対象）のため、水晶は採取禁止となっています。
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